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－ 市 立 学 校 、 未 来 へ －   

『
西
部
地
区
に
お
け
る
今
後
の
小
中
学
校
の 

在
り
方
に
つ
い
て
』
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。 

令
和
５
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
と
半
月
ほ

ど
で
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
、

北
広
島
市
立
小
中
学
校
が
抱
え
る
２
つ
の
課

題
「
学
校
の
小
規
模
化
」
、
「
学
校
施
設
の
老

朽
化
」
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
た

め
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
（
学
校
）
づ
く
り
の

検
討
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

＊

＊

＊

＊ 

令
和
５
年
２
月
に
、教
育
委
員
会
が
審
議

会
に
対
し
、追
加
で
諮
問
（
意
見
を
求
め
る

こ
と
）
し
た
「
西
部
地
区
に
お
け
る
今
後
の

小
・中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
、
11

月  

      

28

日
、
北
広
島
市
立
学
校
適
正
配
置
等
審
議

会
の
常
田
会
長
よ
り
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 答

申
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

              

【
答
申
内
容
】 

西
部
地
区
に
お
け
る
今
後
の
小
・
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
西
部
小
学
校
を
活
用
し
た
施

設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
が
望
ま
し
い
。 

 

【
理
由
（
要
旨
）】 

①
普
通
学
級
数
の
減
少
、
教
職
員
数
減
等
に

よ
る
教
職
員
の
負
担
増
等
の
課
題
に
対
し
、

児
童
生
徒
の
集
団
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の
協
働
に
よ

り
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
、
多
様
な
意
見
・
価

値
観
や
専
門
的
指
導
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

る
。 

 
②
一
人
の
校
長
の
下
、
一
つ
の
教
職
員
組
織

と
な
る
こ
と
で
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通

し
た
学
校
経
営
の
推
進
と
と
も
に
、
学
校
運

営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
等
に

よ
る
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の
充

実
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

③
小
・
中
学
校
の
校
舎
は
隣
接
型
で
施
設
一

体
型
義
務
教
育
学
校
へ
移
行
が
し
や
す
い
。 

 

ま
た
、
西
部
小
学
校
は
築
年
数
が
新
し
く
、
規

模
が
大
き
い
た
め
、
活
用
が
可
能
で
あ
る
。 

教
育
委
員
会
で
は
、審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、今
後
は
、市
部
局
間
で
連
携
し
、協
議
し

て
い
く
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

意
見
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、引
き
続
き
よ
り

良
い
教
育
環
境
（
学
校
）
づ
く
り
の
検
討
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。 

答
申
を
受
け
た
後
、令
和
５
年
度
第
２
回
審

議
会
を
開
催
し
、引
き
続
き
北
広
島
市
の
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
く
た
め
、
13

名
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。 

現
在
、学
校
施
設
の
求
め
ら
れ
る
機
能
に
つ

い
て
、議
論
を
開
始
し
て
お
り
、令
和
６
年
３
月

ま
で
に
答
申
を
ま
と
め
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

      

 

 

【
付
帯
意
見
】 

 

西
部
地
区
の
今
後
の
公
共
施
設
全
体
の
在

り
方
を
含
め
、
空
き
校
舎
と
な
る
西
部
中
学

校
、
特
に
新
校
舎
（
平
成
１
２
年
築
）
と
体
育

館
（
平
成
２
４
年
築
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
有
効
活
用
策
に
つ
い
て

地
域
の
意
見
を
聴
取
し
、
市
部
局
間
で
横
断

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

  

審
議
会
で
の
議
論
経
過
等
は
裏
面
で
す
。 

＜委嘱状交付の様子＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓
義
務
教
育
学
校
は
小
中
一
貫
教
育
の

究
極
の
形
と
考
え
る
。
９
年
間
の
教
育

課
程
に
お
い
て
、
柔
軟
に
よ
り
良
い
形

で
学
年
の
区
切
り
を
設
定
で
き
る
。 

✓
義
務
教
育
学
校
は
、
施
設
一
体
型
ま

た
は
隣
接
型
の
方
が
教
員
の
顔
が
わ

か
り
、保
護
者
は
安
心
す
る
。 

 

《
西
部
地
区
に
お
け
る
議
論
等
》 

【
西
部
地
区
の
意
見
の
把
握
】 

○
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
（
ニ
ュ
ー
ス
４
号
） 

○
保
護
者
意
見
交
換
会
・
地
域
意
見
交
換

会
開
催
（
ニ
ュ
ー
ス
５
号
） 

○
児
童
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

 

審
議
会
に
お
い
て
、
諮
問
事
項
①
及
び

②
の
審
議
の
中
で
、
西
部
地
区
（
西
部
中

学
校
区
）
で
検
討
を
行
う
こ
と
及
び
施
設

形
態
の
手
法
と
し
て
義
務
教
育
学
校
化
が

考
え
ら
れ
る
と
の
議
論
に
至
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
は
審
議
会
へ
左
記
の
と

お
り
追
加
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。 

      

《お
問
合
せ
先
》 

 
 

北
広
島
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

 
 

メ
ー
ル
：edusoum

u@
city.kitahiroshim

a.lg.jp 

 
市 HPリンク先 

②
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進

を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
の
議
論

の
中
で
は
、
現
在
の
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
状
況
の
確
認
や
義
務
教
育
学
校

と
い
う
新
し
い
学
校
種
に
つ
い
て
議
論

を
行
い
、
令
和
５
年
度
第
１
回
の
審
議

会
で
、
次
の
と
お
り
結
論
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。 

            

委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

 ✓
小
・
中
学
校
で
距
離
が
近
い
方
が
連

携
を
図
り
や
す
い
。 

✓
小
中
一
貫
教
育
は
、
共
通
認
識
を

持
て
る
な
ら
距
離
が
あ
っ
て
も
実
施

は
可
能
。 

過去の審議会資料、 

会議録はこちら↓ 

市 HPリンク先 

こ
れ
ま
で
の
審
議
で
、西
部
地
区
に
つ
い

て
は
、次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

✓
児
童
生
徒
数
の
減
少
を
考
え
る
と
、義
務

教
育
学
校
化
は
、児
童
生
徒
同
士
の
関
わ

り
が
増
え
、情
操
教
育
的
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。 

✓
義
務
教
育
学
校
化
に
よ
り
、児
童
生
徒

を
指
導
す
る
教
員
同
士
で
の
連
携
が
増

え
、
き
め
細
か
い
指
導
が
期
待
で
き
る
。 

✓
小
・中
学
校
は
隣
接
し
て
い
る
の
で
、一

緒
に
な
っ
て
も
違
和
感
が
な
い
。 

✓
西
部
地
区
は
義
務
教
育
学
校
化
に
よ
り
、

地
域
の
特
色
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

✓
地
域
の
公
共
施
設
の
状
況
を
踏
ま
え
、学

校
跡
地
の
有
効
活
用
を
検
討
す
る
よ
う

答
申
に
入
れ
て
ほ
し
い
。          

等 

  

以
上
の
議
論
を
経
て
、
追
加
諮
問
事
項
に

つ
い
て
、表
面
の
答
申
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

《
審
議
会
で
の
議
論
経
過
》 

北
広
島
市
立
学
校
適
正
配
置
等
審
議

会
は
、
令
和
４
年
６
月
に
第
１
回
の
会
議
を

開
催
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
計
６
回
開
催

し
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項
に
つ
い

て
①
か
ら
順
に
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

           

  

①
「
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
市
立
学

校
の
配
置
に
つ
い
て
」
は
、
前
回
ニ
ュ
ー
ス
の

７
号
に
掲
載
の
と
お
り
、
「
東
部
・
西
部
・
大

曲
・
西
の
里
・
北
広
島
団
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
内
で
中
学
校
区
を
設
定
し
、
そ
の
う

え
で
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い

て
は
、
５
つ
の
地
区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
検
討

を
行
う
」
と
結
論
が
ま
と
ま
り
、
第
３
回
の

審
議
会
か
ら
②
の
議
論
に
入
り
ま
し
た
。 

《 

諮
問
事
項 

》
令
和
４
年
６
月
９
日 

 

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
北
広
島
市
立
学
校
の
配
置
等
の
在
り
方

に
つ
い
て 

 

①
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
市
立
学
校 

の
配
置
に
つ
い
て 

 ②
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進
を 

図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て 

 ③
こ
れ
か
ら
の
学
校
施
設
に
求
め
ら 

れ
る
機
能
に
つ
い
て 

《 

②
の
結
論 

》 

 

○
各
中
学
校
区
に
お
い
て
保
護
者
等
を

含
め
て
一
層
の
連
携
を
図
り
、
共
通

認
識
の
も
と
で
取
組
を
進
め
、
児
童

生
徒
が
着
実
に
成
長
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

○
施
設
形
態
と
し
て
は
、
学
校
の
小
規

模
化
が
進
む
場
合
に
は
、
学
校
規
模

を
大
き
く
す
る
義
務
教
育
学
校
化
が

小
中
一
貫
教
育
の
発
展
型
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。 

《 

追
加
諮
問
事
項 

》
令
和
５
年
２
月
６
日 

  

西
部
地
区
に
お
け
る
今
後
の
小
・
中
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て 


